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表‐1 試験体の一覧 

鋼製パネル組立補強によるＲＣ柱のじん性補強の評価 
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１．まえがき 

 鉄道ラーメン高架橋柱の耐震補強工法として標準的な鋼板巻立て補強工法に代わる方法として，柱周囲に鋼

製のパネルを組み立ててモルタルを充填する工法を開発してきた 1,2）．本工法は工場で加工した鋼製パネルを

人力で組立ててモルタルを注入して固定するため，短期間での施工が可能となる．前報 3）では，基本性能に

加えて，柱断面の寸法効果と鋼製パネルの補強鋼材比に着目した合計 4体の実験に関してじん性補強効果の検

討を行った．そしてパネルを帯鉄筋に換算して評価可能であることを示した．本報告ではこれらの実験結果を

まとめ，指針 2）に示した寸法効果を考慮した変形性能評価方法との整合性を検討する． 

 

２．実験概要  

 試験体の一覧を表-1 に，また概要図の一例を図-1（Ｄ試験体）に示す．パラメータは，断面の寸法と補強

の量（横補強筋比で 1.00～2.13％）である．試験体は片持はり形式の柱型で，せん断破壊型の既存ＲＣ柱を
模擬した一辺 60および 90cmの正方形断面である．補強パネルには厚さ 3.2，4.5mmの亜鉛メッキ鋼板を用
いた．試験体の諸元と使用材料の性質は文献 3）を参照されたい．載荷は，軸力は柱単位断面積あたり 2.5Ｎ/mm2

を保持し，主鉄筋の初降伏変位（δy）を基準として変位制御により各変位レベルで 3回ずつ繰り返した．  
実験結果の一例として，Ｄ試験体における水平荷重と載荷位置の水

平変位の関係を図-2 に示した．各試験体ともこれと同様に，せん断

破壊せずに曲げ降伏し，最小 8δyから最大 12δy以上の変位まで降
伏荷重を維持し，その後荷重が次第に低下した．また，いずれの試験

体もエネルギー吸収性能の高い紡錘型の履歴を示した． 
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３．変形性能の比較と評価 
 全ての試験体における荷重と変位の包絡線の関係の比較を図-3 に示す．ここで，縦軸は各試験体の水平荷

重をその降伏荷重（Py）で除して無次元化し，横軸は水平変位を載荷高さで除した変形角（％）で示した．大

型試験体（LD，LD2）は多段配筋のため降伏後の耐力上昇が高いが，変形角 4％付近で降伏荷重を下回ること，

標準試験体（D，D2）は大型に比較し変形性能が高いことが分かる．荷重が降伏荷重まで低下した点における

変形角（以下，Ｎ点変形角）と横補強筋比との関係を図-4 に示す．横補強筋比が増加するとＮ点変形角が大

きくなることと，同じ横補強筋比では断面が大きいとＮ点変形角が小さいことがわかる．この一因として，一

般のＲＣ柱では断面が大きくなると中間帯鉄筋を用いるが，本補強工法では柱の周囲だけを補強するので，軸

方向鉄筋の座屈拘束効果が低くなることが考えられる．そこ

で次式に示すように，鉄道標準の計算方法に柱幅を指標とし

た低減係数（krb）を加え，これをＭ点におけるヒンジ部の回

転角（θpm）に乗じてＮ点における変形を計算した． 
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 ｋrb：部材幅を考慮する係数 

01b600krb ./ ≤=     寸法効果を考慮 

ｋw0：鉄筋強度を考慮する係数 

ｋs0：補強鋼板の強度を考慮する係数 

pw：帯鉄筋比(％)，pt：引張鉄筋比(％） 

ps：鋼製パネルの横補強鋼材比(%) 

Ａs：補強パネルの断面積（ｍｍ） 

ｂ：腹部の幅（ｍｍ） 

ｈ：補強パネルの高さ（ｍｍ） 

ｔ：補強パネルの厚さ（ｍｍ） 

Ｎ点における塑性ヒンジ部の回転成分は次式で算出する. 

ppmpn θ∆θθ +=  

ただし， ( )mypp MMK −⋅=θ∆  

 mp M/1.0K −=  

θpｎ：N 点におけるヒンジ部の回転角 

Ｍｙ：降伏曲げモーメント 

Ｍｍ：最大曲げモーメント 

この回転成分を用いて算出した計算値と実験値との比較を図-5 に

示す．計算値は実験値を安全側に評価しているのがわかる． 

 

４．まとめ  

 鋼製パネルを組立て補強工法におけるＮ点の変位は，寸法効果を

考慮した評価式を用いて安全側に評価できることがわかった． 
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図‐4 Ｎ点変形角と横補強筋比の関係 
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